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鳥インフルエンザウイルスの野生動物における
感染状況と今後のリスクについて

大沼学
国立環境研究所・生物多様性領域
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鳥インフルエンザウイルス 高病原性
鳥インフルエンザウイルス

呼吸器系、消化器系
に存在するプロテアーゼ
（トリプシン）

フリン、ＰＣ６など
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HAのアミノ酸配列
：RETR
 

HAのアミノ酸配列
：RERRRKKR
（アルギニン（Ｒ）や
リジン（Ｋ）が連続）
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http://news.bbc.co.uk/2/hi/science/nature/4657145.stm

6,184 migratory waterfowls were dead.

高病原性鳥インフルエンザウイルスによる
野鳥の大量死事例
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https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/files/press20230209_niah_sankou02.png

2022年シーズンH5亜型HPAIV移動経路の推定
（農研機構のプレスリリースより）
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https://www.env.go.jp/press/110424.html

https://www.htb.co.jp/news/archives_14471.html

多様な野生鳥類（絶滅危惧種を含む）への感染拡大
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多様な野生哺乳類への感染拡大

https://www.niid.go.jp/niid/images/iasr/2022/11/513r06f02.gifhttps://www.latintimes.com/peru-confirms-h5n1-avian-flu-marine-
mammals-can-it-transmitted-humans-542566
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ガン・カモ類（10月頃に飛来、越冬） シギ・チドリ類（8月頃に飛来、通過）

鳥インフルエンザウイルス保有状況調査

環境省・「高病原性鳥インフルエンザウイルス
保有状況調査」

国環研・「自然共生研究プログラム」
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（＋）

糞サンプルの採取
（全国52ヶ所）

遺伝子検査
（RT-LAMP法）

（＋） （－）

ウイルス分離

亜型判定、病原性の判定

検査終了

検査終了
（－）

鳥インフルエンザウイルス陽性（2021年度まで）
2022年度以降はHA遺伝子の配列により亜型と病原性を確定

ウイルス分離陰性
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全国鳥インフルエンザウイルス保有状況調査(2008年～）

年間受入数約2,000検体



鳥インフルエンザウイルス陽性率の経時変化 (2008-2017) 
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RT-LAMP 陽性率 (%)

期間中の陽性率（平均値）
全国：2.2% （秋の渡り：4.0% 越冬期：1.6% 春の渡り：1.0%）
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秋の渡り
（10月～11月）

4.0%

越冬中
（12月～2月）

1.6%

春の渡り
（3月～5月）

1.0%

陽性率が全国平均値以上を示した地方

鳥インフルエンザウイルス陽性率の経時変化 (2008-2017)
（地域別）

北陸地方：8.0%

九州地方：4.3%

四国地方：4.9%

中国地方：4.3%

九州地方：2.3%

関東地方：1.6%北陸地方：1.9% 北陸地方：2.0%

九州地方：1.1%

北海道地方：2.1%
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種判別（LAMP陽性検体）

鳥由来DNA

ミトコンドリアDNA-CO1 PCR

DNA切出精製、シークエンス

Hebert et al. (2003)

BLAST検索

DNAバーコーディング法



マガモ (Anas platyrhynchos)/ 

カルガモ (A. poecilorhyncha): 116 (52%)

オナガガモ
(Anas acuta): 61 (27.6%)

コガモ
(Anas crecca): 26 (11.8%)

ヒドリガモ
(Anas penelope): 15 (6.8%)

その他: 4 (1.8%)

鳥類種判別結果
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(Onuma et. al., 2017)

LAMP陽性352検体中207検体で種判別成功



カモ類（10月頃に飛来、越冬） シギ・チドリ類（8月頃に飛来、通過）

鳥インフルエンザウイルス保有状況調査

環境省・「高病原性鳥インフルエンザウイルス
保有状況調査」

国環研・「自然共生研究プログラム」
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シギ・チドリ類（8月頃に飛来、通過）
（2006年～2010年、2017年～）

調査地：北海道コムケ湖等
（調査協力：猛禽類医学研究所、

細谷淳氏）

鳥インフルエンザウイルス保有状況調査（シギ・チドリ類）
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合計で約3,000羽を捕獲、試料採取



捕獲個体から
スワブサンプル採取

遺伝子検査
（RT-LAMP法）

（＋） （－）

亜型判定、病原性の判定

検査終了

HA遺伝子の配列により亜型と病原性を確定
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シギ・チドリ類における鳥インフルエンザウイルスの
保有状況調査(2006年～）
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メダイチドリ (Charadrius mongolus)

HA: H10

メダイチドリよりH10N7亜型の遺伝子を検出
(Kakogawa et al. 2020)

2010年9月3日
北海道・コムケ湖で捕獲 NA: N7

シギ・チドリ類の鳥インフルエンザウイルス保有状況
（2006年～）



種名 検体数 陽性数
抗体陽性率

(%)
トウネン 567 15 2.6
キアシシギ 80 0 0.0
オオジシギ 67 1 1.5
ヒバリシギ 56 2 3.6
ハマシギ 41 1 2.4
アカアシシギ 34 4 11.8
メダイチドリ 25 0 0.0
キョウジョシギ 23 8 34.8
ソリハシシギ 22 1 4.5
イソシギ 20 0 0.0
タシギ 20 2 10.0
タカブシギ 17 0 0.0
シロハラ 16 0 0.0
キリアイ 15 0 0.0
チュウシャクシギ 11 4 36.4
オグロシギ 9 0 0.0
ムナグロ 9 1 11.1
アオアシシギ 8 2 25.0

●キョウジョシギ

オーストラリア南西部で0-2%と低いが、

時期・地域で区切ると32%と高い報告有

(Hoye et. al . ,2021)

散発的な高い有病率の報告は他にも有

シギ・チドリ類の抗鳥インフルエンザウイルス抗体保有状況
（2017年～）

浅倉（未発表） ●チュウシャクシギ

抗体有病率45.4%(49/108)(Curran et al. ,2013)

すべてRT-LAMP陰性

31



ガン・カモ類（10月頃に飛来、越冬） シギ・チドリ類（8月頃に飛来、通過）

鳥インフルエンザウイルス保有状況調査
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ウイルスを持ち込む鳥類種として重要
キョウジョシギ、チュウシャクシギが
重要種
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（＋）

死亡野鳥のスワブ

遺伝子検査
（RT-LAMP法）

（＋） （－）
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亜型判定、病原性の判定
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全国鳥インフルエンザウイルス保有状況調査(2008年～）

年間受入数200～300検体

鳥インフルエンザウイルス陽性（2021年度まで）
2022年度以降はHA遺伝子の配列により亜型と病原性を確定
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27種324個体（種不明2個体を含む）
ウイルスの亜型：H5N1、H5N8、H5N6

野鳥からの高病原性鳥インフルエンザウイルスの分離状況
（2008年10月‐2018年9月）
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2020年：58事例
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2021年：107事例



382022年：242事例
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https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/files/press20230209_niah_sankou02.png

2022年シーズンH5亜型HPAIV移動経路の推定
（農研機構のプレスリリースより）
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今後の課題



41https://todayheadline.co/mystery-mass-death-of-seals-on-remote-uninhabited-siberian-island-under-investigation/

ロシアにおける海獣類の大量死（2023年夏）
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https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ta/bird-flu/2621-
cepr/12243-h5n1-feline.html
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動物衛生

公衆衛生

生物多様性保全
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